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[はじめに]

NPPVは気管挿管に比べ、患者さんへの身体的

な侵襲や精神的負担が少なく、食事や会話ができ 、

患者の QOLを保つ事が出来る 。そのため、患者

の苦痛 在院日数の軽減 につながる。 しかし、当

院 ICUではこれまで、スタッフの知識不足か ら

NPPVに対する苦手意識を持ち NPPVの導入 に消

極的であったO

そこで、アンケート調査 ・勉強会を実施し、ス

タ yフの知識 -技術向上を図り、ケアにあたるス

タソフが異なっても統ー した看護を提供出来るよ

う、チェ y クリスト・ マニュアル作成を行った。

[方法]

①スタ y フへのアンケートの実施 (勉強会前後)

②スタッフ 業者による勉強会の実施

③ NPPV導入時のチェックリスト ・マニュアルの

作成

[結果及び考察]

アンケー ト結果から、 NPPV使用時に 17人中 14

人が「不安があるJと答え、 2人が 「少しはある」

との結果が出た o NPPVに対する知識や経験不足

により、使用する際の不安を抱えていることが分

か り、勉強会を行った。勉強会終了後のアンケ ー

卜で は「不安がある jと答えたのは 18人中 2人、 「少

しはある」 と答え たのが 13人であ った。

しかし、勉強会終了後スタッフの中から「適応

や導入時の設定変更が不安」、 「導入時の声掛け

が，'''':f-Jとの戸が聞かれた。実際、勉強会終 f後

も夜間やl呼吸療法士が不在時の導入を ためらう姿

がみられ、看護師聞の知識や経験の違い により患

者に対して統ー したケアの提供が出来ていなかっ

た。そこで、 NPPV適応の判断や導入時の設定が

行えるようチェックリスト・マニュアルを作成し

た。マニュアル作成後の評価までは行えていない

が、 チェック リス ト・マニュアルに対する看護師・

医師の意見や感想を報告する 。




